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【副専攻プログラム履修に関する注意事項】 
○主専攻プログラムの授業時間割の関係で，登録した副専攻プログラムの授業科目履修が制限されることがある。 

○副専攻プログラムで開設されている授業科目も，本学共通の平均評価点（GPA）の計算対象に含まれる。 



別表

中等教育科学（国語）副専攻プログラム履修表
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 国語教育学概論Ⅰ ② 2

 国語教育学概論Ⅱ ② 2

 国語教育基礎論 ② 2

 国語文化概論Ａ ② 2

 国語文化概論B ② 2

 国語文化概論C ② 2

 国語文化概論D ② 2

 国語文化の歴史Ａ ② 2

 国語文化の歴史Ｂ ② 2

 国語科学習開発論 ２ 2

 国語科教育方法論 ２ 2

 国語科教材研究演習 ２ 2

 古代国語文化演習Ａ ２ 2

 現代国語文化演習Ａ ２ 2

 古代国語文化演習Ｂ ２ 2

 現代国語文化演習Ｂ ２ 2

 国語文化の歴史Ｃ ２ 2

 書写書道演習 ２ 2
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〈履修上の注意〉

１．開設単位数欄の○印は必修を表す。

２．専門科目は、教育系科目を２単位以上履修すること。
３．登録希望者が受け入れ可能人数を超える場合は、受け入れを制限することがある。
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